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県
と
し
て
は
、
漁
業
者
皆
さ
ん
の
窮
状
を
重
く
受
け

止
め
、
今
後
の
対
応
を
一
生
懸
命
や
り
ま
す
の
で
皆

さ
ん
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し
た
。

む
つ
湾
ほ
た
て
貝
へ
い
死
対
策
に
係
る
陳
情

む
つ
湾
ほ
た
て
貝
へ
い
死
対
策
に
係
る
陳
情

　

県
漁
連
の
本
年
度
ほ
た
て
取
扱
計
画
で
は
、
数
量

９
万
ト
ン
、
金
額
で
は
１
０
０
億
円
見
込
ん
で
い
た

が
、
今
春
４
月
頃
か
ら
む
つ
湾
東
部
海
域
を
中
心
に

異
常
貝
の
発
生
や
へ
い
死
が
見
ら
れ
、
本
年
度
末
の

見
通
し
と
し
て
は
数
量
で
約
７
万
ト
ン
（　

％
）、
金

７７

額
で
は
約　

億
円
（　

％
）
前
後
ま
で
落
ち
込
む
も

７２

７２

の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
昭
和　

年
以
来
の
異
常
へ
い
死
と

５０

な
り
、
今
後
の
ほ
た
て
漁
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。

　

県
の
増
養
殖
研
究
所
の
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
原

因
と
し
て
は
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
発
生
し
た
暴

風
・
時
化
に
よ
り
半
成
貝
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
こ
と
、

海
底
の
泥
等
が
巻
き
上
げ
ら
れ
、
鰓
や
外
套
膜
に
損

傷
を
負
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
今
後
の
ほ
た
て
漁
業
の
維
持
安
定
を
図
る
た
め
、

更
に
詳
細
な
原
因
究
明
に
努
め
る
と
共
に
ほ
た
て
漁

業
者
の
救
済
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
県
知

事
に
対
し
業
界
団
体
や
関
係
市
町
村
長
が
陳
情
を
行

っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
８
月　

日
に
三
村
県
知
事
は
野

２２

辺
地
町
漁
協
、
川
内
町
漁
協
、
脇
野
沢
村
漁
協
へ
督

励
巡
回
を
実
施
し
た
。こ
の
中
で
三
村
県
知
事
は「
こ

の
よ
う
な
事
態
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
伺
う

こ
と
に
な
っ
た
の
は
大
変
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〈
陳

情

内

容
〉

１
、
ほ
た
て
貝
へ
い
死
の
原
因
究
明
と
漁
場
環
境

保
全
対
策
に
つ
い
て

２
、
制
度
資
金
の
融
資
に
対
す
る
債
務
保
証
並
び

に
利
子
補
給
に
つ
い
て

３
、
産
卵
母
貝
と
な
る
地
ま
き
貝
確
保
の
た
め
の

助
成
措
置
に
つ
い
て

４
、
ほ
た
て
貝
特
定
養
殖
共
済
掛
金
に
対
す
る
県

嵩
上
げ
補
助
に
つ
い
て

５
、
ほ
た
て
貝
特
定
養
殖
共
済
金
の
早
期
支
払
に

つ
い
て

へい死対策について陳情する植村県漁連会長陳情について回答する三村県知事
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た
与
党
議
員
を
代
表
し
て
自
由
民
主
党
・
保
利
水
産

総
合
調
査
会
長
、
同
じ
く
中
川
農
林
水
産
物
貿
易
調

査
会
長
、
公
明
党
・
井
上
幹
事
長
代
理
、
保
守
新
党
・

山
谷
政
務
調
査
会
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
支
援
表
明
を

行
な
っ
た
。
大
会
後
漁
業
代
表
者
ら
は
、
日
本
提
案

の
貫
徹
を
求
め
都
内
を
デ
モ
行
進
し
要
請
活
動
を
行

な
っ
た
。 �
�
�
�
�
�
�
�
� 
（
決
議
文
は
別
記
）

　

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、（
社
）
大
日
本
水
産
会
、
全
国
水
産

物
輸
入
対
策
協
議
会
は
８
月　

日
、
東
京
・
日
比
谷

２７

公
会
堂
で
政
府
に
対
し
日
本
提
案
の
貫
徹
を
求
め
た

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
日
本
提
案
実
現
全
国
漁
民
大
会
」
を
開
催

し
た
。
こ
の
大
会
は
７
月
９
日
開
催
さ
れ
た
「
Ｗ
Ｔ

Ｏ
危
機
突
破
全
国
漁
民
緊
急
集
会
」
を
上
回
る
規
模

の
大
会
と
な
っ
た
。
大
会
に
は
全
国
約
２
千
人
の
漁

業
代
表
者
、
自
由
民
主
党
、
公
明
党
、
保
守
新
党
の

与
党
政
策
責
任
者
ら
の
来
賓
も
多
数
参
加
し
、
い
ず

れ
も
水
産
物
の
関
税
撤
廃
断
固
阻
止
を
訴
え
た
。

　

大
会
は
、
大
日
本
水
産
会
・
中
須
会
長
の
開
会
宣

言
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
・

植
村
会
長
が
「
輸
出
国
の
利
益
に
偏
重
し
た
ジ
ラ
ー

ル
議
長
案
は
、
水
産
物
を
関
税
撤
廃
品
目
に
押
し
込

ん
で
い
る
。
我
々
は
、
自
国
そ
し
て
世
界
の
漁
業
・

漁
村
の
維
持
存
続
の
た
め
絶
対
提
案
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。
続
い
て
友

誼
団
体
と
し
て
、（
社
）
韓
国
水
産
会
・
朴
理
事
長
、

全
国
農
協
中
央
会
・
塚
田
常
務
が
挨
拶
後
、
長
崎
県

美
津
島
町
漁
協
・
嘉
瀬
組
合
長
が
意
見
表
明
を
し
、

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
・
佐
藤
副
会
長
が
決
議
文
を
読
み
上
げ

満
場
一
致
で
採
択
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
駆
け
つ
け

　　

　ＷＴＯ日本提案実現を求める決議　

　我が国は、ＷＴＯ交渉において、世界の水産資源が減少する

中、持続可能な漁業の実現こそが貿易発展の基礎であり、漁業・

漁村の役割にも適切な配慮が必要であると主張し、有限天然資

源としての水産物に対する特別な配慮を確保するため、柔軟な

市場アクセス方式を提案してきた。

　しかし、鉱工業品目が多数を占める非農産品市場アクセス交

渉グループのジラール議長は、水産物を単純に関税撤廃分野に

入れるとともに、関税削減は全品目一律適用とする内容のモダ

リティ要素案を提示した。

　これは、水産物を鉱工業製品同様の貿易物品としか考えない

水産物輸出国側の利益に偏重した姿勢であり、個別資源の状況

等に依存する小規模漁業、漁村の維持発展を阻害するもので、

到底受け入れられない。

　累次の関税引き下げで目一杯の自由化を受け入れてきた我が

国では、国内生産額に匹敵する１兆７千億円もの水産物が毎年

輸入され、国内の漁業関係者の努力にもかかわらず魚価低迷か

ら経営が悪化し、漁業の存続があやぶまれている。こうした折

に、関税撤廃といった更なる自由化の推進は、漁業を崩壊に導

くものと強く危惧する。

　ついては、漁業・漁村の維持存続のため、政府、国会が下記

事項の実現を貫徹するよう、全国の漁業者の総意をもって要請

する。

記

１．市場アクセス交渉において、水産物の関税撤廃を断固拒否

すること。

２．漁業・漁村の維持発展のため、漁業補助金の一律削減・撤

廃を阻止すること。

３．ＷＴＯ交渉、また二国間の自由貿易協定において、水産資

源の持続的利用を確保し、各国の漁業・漁村社会の存続を脅

かさないようなルールを実現すること。

 ������������������� 以上、決議する。　

　　平成１５年８月２７日

　 �����������ＷＴＯ日本提案実現　全国漁民大会

Ｗ
Ｔ
Ｏ
日
本
提
案
実
現
全
国
漁
民
大
会　

開
催

「
水
産
物
の
関
税
撤
廃
断
固
反
対
」「
政
府
は
日
本
提
案
の
貫
徹
を
」

－

漁
業
者
代
表
２
０
０
０
人
参
加－

主催者を代表して挨拶するＪＦ全漁連・植村会長
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平
成　

年
度

１５

　

「
青
森
県
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
開
催

　

平
成　

年
度
「
青
森
県
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

１５

が
去
る
７
月　

日
（
日
）、
青
森
市
の
県
水
産
ビ
ル
に

２０

お
い
て
、
県
内
漁
協
や
水
産
団
体
関
係
者
約
２
５
０

名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
植
村
大
会
実
行
委
員
会
会
長
が
主
催

者
の
挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
来
賓
の
三
村
県
知
事
、

上
野
県
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
本
県
水
産

業
で
他
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
実
績
を
上
げ
た
１
団

体
２
個
人
に
対
し
て
、
三
村
県
知
事
よ
り
「
青
森
県

水
産
大
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

　

表
彰
に
続
い
て
、
県
漁
業
士
会
の
坂
岡
正
彦
さ
ん

が
「
時
代
を
見
据
え
た
漁
業
者
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
発
表
。
更
に
は
、
県
漁
協
女
性
組
織
協
議
会
の

秋
田
京
子
さ
ん
が
「
海
の
環
境
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

よ
う
」
と
題
し
て

浜
の
声
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
た
。

　

最
後
に
、
古
川

大
会
実
行
委
員
会

副
会
長
が
大
会
決

議
を
朗
読
し
、
満

場
一
致
で
決
議
が

行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
会
終

了
後
、
子
供
た
ち

や
大
会
関
係
者
に

よ
る
ヒ
ラ
メ
・
メ

バ
ル
の
稚
魚
放
流

が
行
わ
れ
、
大
会

は
盛
会
に
う
ち
に

終
了
し
た
。

�
青
森
県
水
産
大

賞
受
賞
個
人
及
び

団
体
は
次
の
と
お
り
。

　

新　

田　

常　

雄
（
前
佐
井
村
漁
協
組
合
長
）

　

三
津
谷　

廣　

明
（
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
長
）

　

小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合

主催者の挨拶を述べる植村会長

祝辞を述べる三村県知事
稚魚の放流

大 会 決 議

平成１５年度　青森県豊かな海づくり大会
　我が国は、累次におよぶ水産物の関税率引き下げによる自由化を受け入れてきた結果、市場には国内生産
に匹敵する大量の水産物が流入して魚価低迷を招き、漁業経営は懸命の努力にも拘わらず、コスト割れによ
る減船、廃業等、極めて厳しい状況にある。
　このような過大な貿易拡大は、世界の水産資源の枯渇に繋がり、本県のみならず国民の食料たる水産物の
安定供給を唱える上で、避けては通れない大きな問題である。
　また、漁業を永続的なものとするため、海浜・漁港の美化推進運動等を通じて、地域住民が集う、魅力溢
れる美しい漁村づくりを推進することも重要な課題である。
　我々は、青森県の豊かな自然と水産業を後世に継承するため、

１．持続利用可能な水産資源の回復を図るため、ＷＴＯ水産物交渉のモダリティ要素案による水

産物の関税撤廃に断固反対する。

２．海浜及び漁港周辺の清掃・美化運動を通じて、魅力溢れる美しい漁村づくりを推進する。

　よって、平成１５年度青森県豊かな海づくり大会の開催にあたり、私たち県民が一丸となって「資源回復と
美しい漁村づくり」に取り組むことをここに決議する。
　　平成１５年７月２０日　 �������������������� 青森県豊かな海づくり大会実行委員会
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▼
第
３
回
「
和
船
競
漕
大
会
」
開
催
さ
れ
る▼

　

海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
と
し
て
、
平
成
８

年
に
国
民
の
祝
日
７
月　

日
が
「
海
の
日
」
と
な
っ

２０

た
こ
と
は
、
本
県
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
和
船
に
よ
る
漁
業
及
び
海
上
交
易
が
盛

ん
で
あ
っ
た
往
時
を
偲
び
、
小
学
生
に
よ
る
ボ
ー
ト

競
技
や
和
船
と
ク
ル
マ
ガ
イ
（
車
櫂
）
を
使
用
し
た

職
場
対
抗
競
漕
等
を
実
施
し
、
櫂
を
漕
ぐ
技
法
の
伝

承
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
行
事
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
森
県
の
夏
の
風
物
詩
、
伝
統

的
な
行
事
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
各

地
か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、昨
年
に
引
き
続
き「
和

１７

船
競
漕
大
会
」
が
去
る
７
月　

日
に
青
森
市
青
い
海

２０

公
園
前
で
開
催
さ
れ
た
。

　

和
船
は
、
昭
和　

年
代
ご
ろ
ま
で
県
内
で
コ
ン
ブ

３０

や
エ
ゴ
ノ
リ
漁
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
木
製
の

小
船
で
、
み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館
が
収
蔵
し
て

い
た
も
の
を
使
用
し
た
。

　

参
加
者
は
４
人
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
独
特
の
こ
ぎ

方
を
要
す
る
「
車
櫂
」
で
和
船
を
２
０
０
ｍ
走
ら
せ

た
が
、
大
半
が
「
車
櫂
」
は
未
経
験
と
あ
っ
て
船
の

操
作
が
難
し
く
、
観
客
か
ら
は
拍
手
や
笑
い
が
巻
き

起
こ
っ
て
い
た
。

　

大
会
関
係
者
は
、
来
年
以
降
も
引
き
続
き
和
船
競

漕
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
是
非
ご
参
加
を
い
た

だ
き
た
い
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

〈
レ
ー
ス
結
果
は
次
の
と
お
り
〉

優　

勝　
　

野
牛
漁
業
協
同
組
合（
２
年
連
続
優
勝
）

準
優
勝　
　

艫
作
漁
業
協
同
組
合

第
３
位　
　

野
辺
地
町
漁
業
協
同
組
合

第
４
位　
　

後
潟
漁
業
協
同
組
合

第
５
位　
　

六
ヶ
所
村
漁
業
協
同
組
合

第
６
位　
　

ホ
ソ
イ
チ

２年連続優勝の喜びを語る野牛漁協チーム和船競漕風景

主催者の挨拶を述べる植村大会委員長
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平
成　

年
度

１５

　

ほ
た
て
供
養
祭
・
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
通
常
総
会

　

む
つ
湾
漁
業
振
興
会
・
県
漁
連
な
ど
、
む
つ
湾
ほ

た
て
漁
業
関
係
者
に
よ
る
「
ほ
た
て
供
養
祭
」
が
去

る
７
月
７
日
、
青
森
港
ほ
た
て
供
養
塔
前
で
と
り
行

わ
れ
た
。
今
年
で　

回
目
を
迎
え
た
供
養
祭
に
は
、

２０

む
つ
湾
漁
業
振
興
会
三
津
谷
会
長
、
青
森
県
漁
連
植

村
会
長
、
青
森
県
農
林
水
産
部
清
藤
次
長
ら
関
係
者

約　

名
が
参
加
し
、
近
年
ほ
た
て
漁
業
は
大
変
厳
し

４０
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
関
係
者
が
一
丸
と

な
り
今
後
も
ほ
た
て
漁
業
の
推
進
に
邁
進
す
る
こ
と

を
誓
い
、
ほ
た
て
漁
業
の
一
層
の
発
展
を
祈
願
し
、

玉
く
し
を
捧
げ
た
。

　

こ
の
後
、
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
（
三
津
谷
廣
明
会

長
）
の
平
成　

年
度
通
常
総
会
が
青
森
県
水
産
ビ
ル

１５

で
開
催
さ
れ
、
平
成　

年
度
収
支
決
算
、
平
成　

年

１４

１５

度
の
活
動
方
針
及
び
収
支
予
算
（
案
）
な
ど
全
議
案

が
承
認
可
決
さ
れ
た
。

総会風景 ほたて供養塔

玉串を捧げる小鹿むつ振副会長
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青
森
県
さ
け
流
通
振
興
協
会
の
通
常
総
会
が
、
７
月　

日
（
月
）、
青
森
県
水
産
ビ
ル

２８

で
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
植
村
会
長
が
、
本
県
の
さ
け
漁
業
は
水
揚
げ
の
不
振
、
価
格
低
迷
等
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
、
当
協
会
は
県
内
外
で
の
「
北
国
青
森
の
さ
け
」
の
即
売
、
宣
伝

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
消
費
者
に
青
森
の
さ
け
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
事
業

を
進
め
て
い
く
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
来
賓
で
あ
る
秋
谷
農
林
水
産
部
長
（
代
理　

小

川
流
通
加
工
課
長
）
よ
り
祝
辞
後
、
小
泊
漁
協
佐
藤
組
合
長
を
議
長
に
選
出
し
議
事
に

入
っ
た
。

　

議
案
は
、
平
成　

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

１４

１５

算
等
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
ま
で
で
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。
な
お
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

※
役
員
改
選
結
果

会　
　

長　
　

植　

村　

正　

治

副

会

長　
　

西　

崎　

義　

三

　
　

〃　　
　
　

古　

川　
　
　

俊

常　
　

務　
　

久
保
澤　
　
　

正

理　
　

事　
　

坂　

本　
　
　

貢

　
　

〃　　
　
　

手
間
本　

政　

信

　
　

〃　　
　
　

田　

中　

勝　

年

　
　

〃　　
　
　

山　

本　

政　

廣

　
　

〃　　
　
　

三
津
谷　

廣　

明

　
　

〃　　
　
　

赤　

石　

憲　

二

監　
　

事　
　

澤　

口　

政　

仁

　
　

〃　　
　
　

森　
　
　

長　

保

　
　

〃　　
　
　

川　

向　
　
　

敦

平
成　

年
度

１４

　

青
森
県
さ
け
流
通
振
興
協
会　

通
常
総
会

　

青
森
県
さ
け
ま
す
増
殖
振
興
協
会
の
通
常
総
会
が
、
７
月　

日
（
月
）、
青
森
県
水
産

２８

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
植
村
会
長
が
、
健
苗
づ
く
り
を
め
ざ
し
稚
魚
を
１
億
３
千
万
尾
放
流
し
て
い

る
、
今
後
と
も
河
川
と
海
面
が
協
力
し
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
頂
き
た
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
水
産
物
の
輸
入
問
題
に
よ
り
、
さ
け
ま
す
に
も
か
な
り
悪
い
影
響
が
出
て
い
る
、

先
般
そ
の
輸
入
問
題
で
あ
る
関
税
撤
廃
に
断
固
反
対
す
る
「
全
国
漁
民
緊
急
集
会
」
が

開
催
さ
れ
た
が
、
今
後
も
日
本
提
案
の
実
現
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
致
し
た
い
と
述

べ
た
。
続
い
て
来
賓
で
あ
る
三
村
青
森
県
知
事
（
代
理
・
奈
良
岡
水
産
振
興
課
長
）
よ

り
祝
辞
後
、
植
村
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
案
は
平
成　

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
・

１４

１５

役
員
改
選
等
、
第
１
号
か
ら
第
５
号
ま
で
で
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。
な
お
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

※
役
員
改
選
結
果

会　
　

長　
　

植　

村　

正　

治

副

会

長　
　

古　

川　
　
　

俊

　
　

〃　　
　
　

西　

崎　

義　

三

　
　

〃　　
　
　

黒　

坂　

栄　

蔵

理　
　

事　
　

小
山
内　
　
　

実

　
　

〃　　
　
　

山　

本　

政　

廣

　
　

〃　　
　
　

伊　

藤　
　
　

正

　
　

〃　　
　
　

立　

石　

政　

男

　
　

〃　　
　
　

三　

國　
　
　

優

　
　

〃　　
　
　

川　

端　

昭　

治

　
　

〃　　
　
　

赤　

石　

憲　

二

　
　

〃　　
　
　

澤　

口　

政　

仁

　
　

〃　　
　
　

木　

村　

民　

二

監　
　

事　
　

森　
　
　

長　

保

　
　

〃　　
　
　

大　

沢　

次　

男

平
成　

年
度

１４

　

青
森
県
さ
け
ま
す
増
殖
振
興
協
会　

通
常
総
会

植村会長挨拶

三村県知事挨拶
（代理・奈良岡水産振興課長）

植村会長挨拶

総会風景
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催
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迷
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平
成

年
度

平
成　

年
度

１５１５
東
北
・
北
海
道
漁
協
専
務
参
事
懇
談
会
開
催

　

東
北
・
北
海
道
漁
協
専
務
参
事
懇
談
会
開
催

　

去
る
８
月　

日
、
北
海
道
札
幌
市
に
お
い
て
、
東

２１

北
、
北
海
道
の
漁
協
の
専
務
、
参
事
等
１
５
０
人
が

出
席
し
、「
平
成　

年
度
東
北
・
北
海
道
漁
協
専
務
参

１５

事
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

懇
談
会
開
催
に
あ
た
り
、
北
海
道
漁
協
専
務
参
事

会　

織
田
勝
二
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
、「
激
動
す

る
漁
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
輸
入
水
産
物
の
増
大
に

よ
る
魚
価
の
低
迷
等
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

東
北
・
北
海
道
の
各
漁
協
専
務
参
事
が
漁
協
運
営
の

実
務
責
任
者
と
し
て
よ
り
研
鑚
を
深
め
、
対
処
し
て

参
り
た
い
。」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
県
を
代
表
し
て
昨
年
の
開
催
県

で
あ
る
青
森
県
漁
協
専
務
参
事
会　

酒
井
副
会
長
よ

り
「
我
々
は
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
組

合
員
の
負
託
に
応
え
て
い
く
た
め
、
経
営
基
盤
の
強

化
に
取
り
組
み
、
環
境
に
配
慮
し
た
『
安
全
・
安
心

な
水
産
物
の
安
定
供
給
』
と
『
地
域
経
済
の
発
展
』、

そ
し
て
『
永
続
的
な
資
源
管
理
』
を
図
り
、
漁
業
を

次
世
代
に
引
継
い
で
い
く
重
要
な
使
命
が
あ
る
。」と

挨
拶
を
述
べ
た
。

　

基
調
講
演
に
は
「
デ
フ
レ
経
済
の
情
勢
下
に
お
け

る
魚
価
安
定
対
策
」
と
題
し
て
、
魚
価
安
定
基
金　

理
事
長　

佐
竹
五
六
氏
よ
り
ご
講
演
を
頂
き
、
そ
の

後
各
道
県
に
よ
る
事
例
発
表
４
件
・
共
通
対
策
提
案

事
項
１
件
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

事
例
発
表

�
青
森
県　

「
む
つ
湾
ホ
タ
テ
養
殖
作
業
の
軽
減
と

 
�
�
�
�
�
�
�
� 

漁
協
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て
」

 
�
�
� 
平
内
町
漁
協　

参　

事　
　

久
慈　

勝
繁
氏

�
岩
手
県　

「
重
茂
漁
協
の
組
織
、

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

事
業
内
容
に
つ
い
て
」

 
�
�
� 
重
茂
漁
協　
　

参　

事　
　

山
崎　

義
広
氏

�
宮
城
県　

「
み
や
ぎ
に
お
け
る
食
の
安
全

 
�
�
�
�
�
�
�
� 

安
心
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

 
�
�
� 
宮
城
県
漁
連　

企
画
室
長　

小
野　

秀
悦
氏

�
北
海
道　

「〈
産
地
新
シ
ス
テ
ム
事
業
〉
導
入
効
果

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

に
つ
い
て
」

 
�
�
� 
長
万
部
漁
協　

専
務
理
事　

山
中　

弘
春
氏

共
通
対
策
提
案
事
項

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
等
水
産
物
貿
易
自
由
化
対
策
に
つ
い
て
」

　
　

北
海
道
漁
協
専
務
参
事
会
会
長　

織
田
勝
二
氏

　

共
通
対
策
提
案
事
項
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
水
産

物
交
渉
に
お
け
る
関
税
の
引
き
下
げ
、
撤
廃
を
阻
止

す
る
と
と
も
に
１
Ｑ
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
が
参
加

１
５
０
名
の
漁
協
専
務
・
参
事
等
の
総
意
を
も
っ
て

決
議
さ
れ
、
要
望
書
が
全
漁
連　

佐
藤
国
際
対
策
室

長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
は
交
流
会
が
開
か
れ
、
意
見
交
換

等
親
睦
を
深
め
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。懇談会風景

参加者県を代表して挨拶する酒井副会長

事例発表をする平内町漁協久慈参事
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

平
成　

年
度　

青
森
県
定
置
漁
業
協
会
研
修
会
開
催

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１５

�
漁
獲
物
の
品
質
管
理

　

�
魚
類
の
死
後
硬
直

�
硬
直
中
は
イ
ノ
シ
ン
酸
が
最
も
多
く
な
る
。

�
苦
悶
死
魚
の
ほ
う
が
即
殺
魚
よ
り
も
硬
直
開

始
が
早
い
。

�
完
全
硬
直
ま
で
の
時
間
は
温
度
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
赤
身
魚
（
サ
バ
･
ハ
マ
チ
な
ど
）

で
は
短
く
、
ヒ
ラ
メ
や
マ
ダ
イ
で
は
長
い
。

　

�
漁
獲
後
の
処

理
方
法

　

定
置
網
漁
業
で

は
、
多
く
の
種
類

の
魚
類
が
い
ろ
い

ろ
な
状
態
（
栄
養

状
態
、疲
労
状
態
）

で
漁
獲
さ
れ
、
船

上
で
苦
悶
死
す
る

の
で
、
５
〜　

�
１０

に
保
管
し
て
硬
直

開
始
の
遅
延
を
図
る
よ
り
も
、
０
�
に
保
っ
て
硬
直

を
持
続
さ
せ
る
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ
る
。

　

漁
獲
物
を
０
�
に
冷
却
す
る
こ
と
に
よ
り
食
中
毒

細
菌
の
増
殖
を
抑
制
で
き
る
の
で
、
鮮
度
保
持
と
衛

生
管
理
の
一
石
二
鳥
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。

永
勝
弘
氏
、「
定
置
網
漁
獲
物
の
品
質
管
理
」
と
題
し

て
青
森
県
ふ
る
さ
と
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー　

研
究
調

整
監　

中
谷
肇
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
ご
講

演
を
頂
い
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
通
り
。

�
青
森
県
の
安
全
・
安
心
対
策
総
合
指
針

基
本
方
針
１　

消
費
者
自
ら
食
品
の
安
全
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
２　

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
県
産
食

品
を
生
産
し
、
提
供
し
て
い
き
ま

す

基
本
方
針
３　

食
品
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
い

き
ま
す
。

基
本
方
針
４　

食
品
の
監
視
指
導
・
検
査
体
制
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
５

　

健
康
な
食
生

活
・
食
習
慣
を

身
に
つ
け
る

「
食
育
」を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
６

　

危
機
管
理
体

制
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

　

去
る
８
月　

日
、
青
森
市
浅
虫
温
泉
「
柳
の
湯
」

２８

に
お
い
て
、
青
森
県
定
置
漁
業
協
会
主
催
に
よ
り
、

会
員
及
び
定
置
従
事
者
を
対
象
と
し
た
『
平
成　

年
１５

度
青
森
県
定
置
漁
業
協
会
研
修
会
』
が
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
西
崎
義
三
会
長
が
主
催

者
を
代
表
し
、「
諸
外
国
か
ら
は
日
本
輸
入
水
産
物
の

増
大
、
関
税
撤
廃
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々

は
こ
の
関
税
撤
廃
を
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
近
海
で
漁
獲
さ
れ
た

水
産
物
は
、
安
全
・
安
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
り
、
日
本
の
漁
業
を
自
ら
守
っ
て
い
く

と
い
う
自
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

今
回
の
研
修
は
食
の
安
全
・
安
心
に
重
点
を
お
き
、

「
食
の
安
全
・
安

心
を
考
え
る
」・

「
青
森
県
食
の
安

全
・
安
心
対
策
総

合
指
針
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
青

森
県
健
康
福
祉
部

　

食
の
安
全
・
安

心
対
策
チ
ー
ム　

副
参
事　

伊
藤
正

光
氏
、
主
査　

富

伊藤副参事

中谷研究調整監

主催者を代表して挨拶する西崎会長
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全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校
（
植
村
正
治
学
校
長
）

で
は
、
漁
村
の
中
核
体
で
あ
る
水
産
業
協
同
組
合
の

役
職
員
と
し
て
、
漁
業
の
振
興
、
漁
村
建
設
の
「
先

達
」
と
な
る
人
材
の
要
請
を
目
的
に
、
広
範
な
知
識

の
修
得
と
高
度
の
能
力
と
併
せ
て
組
合
運
動
の
明
日

の
担
い
手
と
し
て
、
自
主
・
自
立
・
相
互
の
精
神
を

体
得
さ
せ
る
こ
と
に
特
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
教
育
の
一
層
の
効
果
を
図
る
た

め
、
少
人
数
教
育
と
し
、
か
つ
、
全
寮
制
の
下
に
全

学
生
が
寮
生
活
を
通
じ
て
連
帯
意
識
の
育
成
と
協
同

の
精
神
の
涵
養
に
努
め
て
い
る
。

１
、
修
業
年
限　
　

１
年

２
、
募
集
人
数　
　
　

人
（
男
女
共
学
）

５０

３
、
入
学
資
格

　

入
学
資
格
を
し
っ
か
り
持
ち
、
健
康
で
、
漁
業
協

同
組
合
系
統
団
体
の
推
薦
を
得
た
者
が
、
次
に
掲
げ

る
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
本
校
の
行
う
選
考

に
合
格
し
た
者
。

�
１
ケ
年
以
上
漁
業
に
従
事
し
、
ま
た
は
漁
業
協

同
組
合
系
統
団
体
に
勤
務
中
の
者
。

�
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成　

年
３
月
末
ま
で
に

１６

卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
ま
た
は
、
こ
れ
ら
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

４
、
応
募
手
続

　

�
提
出
書
類

　

応
募
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

ア
、
入
学
願
書

イ
、
成
績
証
明
書
（
出
身
学
校
長
の
発
行
す
る

も
の
、
但
し
、
高
等
学
校
出
身
者
は
調
査

書
）

ウ
、
健
康
診
断
書

エ
、
推
薦
書

�
入
学
選
考
料

　
　

金
額　

３
万
円
（
郵
便
定
額
為
替
証
書
）

�
応
募
書
類
の
提
出
期
日
及
び
提
出
先

　

応
募
者
は
、
提
出
書
類
（
ア
〜
エ
）
に
入
学
選

考
料
を
添
付
し
、
応
募
者
の
出
身
地
域
の
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
長
宛
、
平
成　

年　

月
１
日
よ
り

１５

１２

平
成　

年
１
月　

日
ま
で
の
期
間
中
に
提
出
す
る
。

１６

１７

５
、
入
学
選
考
方
法

�
選
考
は
、
書
類
審
査
、
小
論
文
及
び
面
接
を
行
い
、

総
合
選
考
に
よ
っ
て
入
学
者
を
決
定
す
る
。

ア
、
小
論
文
及
び
面
接
は
、
各
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
に
委
任
し
て
実
施
す
る
。

イ
、
現
職
者
は
小
論
文
を
免
除
す
る
。

�
小
論
文
及
び
面
接
の
日
時
と
場
所

ア
、
実
施
日
時

　
　

平
成　

年
２
月　

日
（
金
）
午
前　

時

１６

１３

１０

イ
、
実
施
場
所

　

各
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
応
募
手

続
き
書
類
を
提
出
し
た
連
合
会
）

６
、
入
学
許
可
発
表

　
　

平
成　

年
２
月　

日
（
金
）

１６

２０

　

合
格
者
に
入
学
許
可
書
及
び
入
学
手
続
き
に
必

要
な
関
係
書
類
を
送
付
す
る
。

（
連
絡
先
）

全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校

〒
２
７
７－

０
８
５
４

　
　

千
葉
県
柏
市
豊
町
１
丁
目
４
番
５
号

 
�
�
� 
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
７
１－

　

－

８
１
２
５
〜
６

４４

青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会　

指
導
課

〒
０
３
０－

０
８
０
３

　
　

青
森
市
安
方
一
丁
目
１
番　

号
３２

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７－

７
２
２－

４
２
１
８

全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校

平
成

年
度

全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校　

平
成　

年
度（（

期
）
学
生
募
集

　

期
）
学
生
募
集

１６１６

６５６５

 
�
�
�
�

�
�
�
�

自
立
Ｊ
Ｆ
を
担
う

若
き
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
校

 

自
立
Ｊ
Ｆ
を
担
う　

若
き
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
校
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７
日
（
月
）

　

む
つ
湾
漁
業
振
興
会
総
会

 
�
�
� 

・
ほ
た
て
供
養
祭
（
青
森
市
）

９
日
（
水
）

　

全
国
漁
民
緊
急
集
会
（
東
京
都
）

　

日
（
日
）

２０
　

和
船
競
漕
大
会
（
青
森
市
）

　

日
（
日
）

２０
　

青
森
県
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
青
森
市
）

　

日
（
月
）

２８
　

青
森
県
さ
け
ま
す

 
�
� 

増
殖
振
興
協
会
総
会
（
青
森
市
）

　

日
（
月
）

２８
　

青
森
県
さ
け
流
通
振
興
協
会
総
会

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
青
森
市
）

４
日
（
月
）

　

日
本
海
地
区
漁
業
者

 
� 

協
議
会（
鯵
ヶ
沢
町
）（
鯵
ヶ
沢
町
） 

５
日
（
火
）
〜
６
日（
水
）

　

全
国
指
導
部
課
長
会
議
（
東
京
都
）

７
日
（
木
）

　

さ
け
ま
す
資
源
管
理
連
絡
会
議

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
札
幌
市
）

　

日
（
火
）

１２
　

む
つ
湾
東
湾
海
域
組
合
長
会
議

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
青
森
市
）

　

日
（
月
）

１８
　

ほ
た
て
貝
へ
い
死
対
策
会
議

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
青
森
市
）

　

日
（
水
）

２０
　

漁
協
合
併
先
進
地
視
察
（
南
茅
部
）

　

日
（
木
）

２１
　

ほ
た
て
貝
へ
い
死
に
係
る
陳
情

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
青
森
市
）

　

日（
木
）〜　

日（
金
）

２１

２２

　

東
北
・
北
海
道
漁
協
専
務
参
事

 
�
�
�
�
�
�
� 

懇
談
会
（
札
幌
市
）

　

日
（
月
）

２５
　

東
通
地
区
漁
協
合
併
研
究
会

 
�
�
�
�
�
� 

専
門
部
会
（
東
通
村
）

　

日
（
水
）

２７
　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
日
本
提
案
実
現

 
�
�
�
� 

全
国
漁
民
大
会
（
東
京
都
）

　

日
（
木
）

２８
　

青
森
県
定
置
漁
業
協
会
研
修
会

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
青
森
市
） 

４
日
（
木
）

　

日
本
海
北
部
資
源
回
復
計
画

 
�
�
� 

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
新
潟
市
）

８
日
（
月
）

　

青
森
県
沿
岸
漁
業
改
善
資
金

 
�
�
�
�
� 

運
営
協
議
会
（
青
森
市
）

　

日
（
金
）

１２
　

Ｊ
Ｆ
経
営
動
向
把
握
シ
ス
テ
ム

 
�
�
�
�
� 

全
国
説
明
会
（
東
京
都
）

　

日
（
金
）

１９
　

広
域
漁
協
合
併
対
象
地
区

 
�
�
�
�
� 

巡
回
報
告
会
（
青
森
市
）

　

日
（
土
）

２０
　

小
型
い
か
釣
と
ト
ロ
ー
ル
と
の

 
�
�
�
�
� 

漁
労
長
会
議
（
八
戸
市
）

　

日
（
日
）

２１
　

ほ
た
て
の
祭
典
２
０
０
３（
平
内
町
）

　

日
（
月
）

２９
　

青
森
県
水
産
業
改
良
普
及
会

　
　
　

漁
業
研
究
現
地
視
察

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� （
風
間
浦
村
）
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８　

月

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

９　

月

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

７　

月

主な水産に関する動き主な水産に関する動き主な水産に関する動き
（７月～９月）（７月～９月）




